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令和２年度第１回新発田市子ども・子育て会議 会議録 概略 

会 議 名 令和２年度第１回新発田市子ども・子育て会議 

開 催 日 時 平令和２年７月１５日（水）午前９時３０分～１０時３０分 

開 催 場 所 健康長寿アクティブ交流センター 屋内広場 

議 事 
１．平成３１年度新発田市子ども・子育て支援事業計画の実績報告について 

２．その他 

出 席 者 

【委員】 

金山会長、木村副会長、大堀委員、伊藤委員、吉井委員、斎藤委員、加藤委員、 

皆川委員、平野委員、藤田委員、高橋委員、青木委員、服部委員 

【説明課】 

（健康推進課）齋藤課長補佐、（青少年健全育成センター）松田所長、 

（学校教育課）萩野課長、（地域安全課）中野課長、 

（人権啓発課）伊藤課長、（社会福祉課）榎本課長 

【事務局】 

（こども課）沼澤課長、佐藤課長補佐、佐久間課長補佐、鈴木副参事、渋谷係長、 

石倉主任 

欠 席 者 松田委員、石木委員、小林委員 

公開・非公開の別 公開 

傍聴人の数 １人 

配 布 資 料 

①「令和２年度第１回新発田市子ども・子育て会議次第」及び「委員名簿」 

②新発田市子ども・子育て会議席次表 

③資料１ 平成３１年度新発田市子ども・子育て支援事業 実績 

④資料２ 新発田市子ども・子育て支援事業計画（H31 実積） 

⑤第２期新発田市子ども・子育て支援事業計画 

議事１ 平成３１年度新発田市子ども・子育て支援事業計画の実績報告について 

各課説明 議事１について各々説明 

 

服部委員 新発田市の新生児訪問をしている。 

先程、経過報告があったが、現在、社会問題となっている新型コロナウイルス感染症

について、子育て支援では距離感が重要であると思っていて、ある程度距離を取らなけ

ればならない状況は、子育て支援の場においてはマイナス要素になると思う。 
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実際コロナ禍においての対策的なところを教えてもらいたい。今後、東京周辺から第

二波が来ることが予想されるが、それに対する計画はあるのか。 

こども課 幼稚園・保育園・認定こども園など保育の現場は、コロナ禍にあっても密着はなかな

か避けられないが、各園では保育者がマスクをして保育にあたっている。 

しかしそうした中では乳児は保育者の顔の上部しか見られないことで「表情を読む」

そういった育ちに大きな影響を与えていることから、距離を取ってマスクを外し、表情

を変えるなどの工夫をしながら進めていると聞いている。 

また、おんぶをしないと眠れないお子さん、抱っこをしないとグズルことが止まらな

いことがあるため、まずは環境をクリーンにする対応をしている園が殆どである。様々

な園行事においては、保護者の数を制限してご来園頂くなどの対応で距離を保つことと

しているのが主な取組みである。 

健康推進課 新型コロナウイルスの感染症緊急事態宣言に伴う影響で、様々な事業ができない状況

が続いていた。 

特に集団で集まる親子教室、集団検診などが実施できない状況であった。ただ全く妊

婦さんや新生児の顔を見ない状況を続ける訳にはいかないことから、7月から 3歳児、4

歳児など特定健診などを始めているところである。 

集団でできない事業などについては、例えば個別健診へ変更するなど、必要な健診を

再開することとしている。なかなか人の集まる事業が出来ない状況が続いているが、電

話相談は継続して受け付けているし、顔をつなぐようにと保健師も頑張っているところ

である。  

コロナ対策としては各種検診でフェイスシールドの着用や消毒を徹底しているとこ

ろである。 

服部委員 地域の新生児訪問をしていて、市内の産科施設においても、入院日数が短くなった、

家族の分娩立ち合いができない、面会ができないというお母さんが殆どで、しかも予定

期間を迎えないで退院されたお母さんも多く、産後お母さんはコロナの影響でお子さん

を保育施設に預かってもらえない、1 カ月健診までお子さんが騒いでいる、仕事を休め

ないなど様々な声を伺っていた。 

新発田市では感染児童はいなかったが、新型コロナに対する対策をたてられていたの

かをお聞きしたかった。 

また、感染対応に関しては把握していないので前もって今回の状況を伺い、今後の対

策を立ててほしいと思う。 

加藤委員 放課後こども教室について、加治川教室の開所にあたり、私共、民生委員の方でも支

援委員に地域の人材を推薦するなど動いていた委員もいた。開所しなかった理由は。 

育成センタ

ー 

加治川教室を新規開設するに当たって地域の方々、福祉関係者、地域の役員はもちろ

ん学校も入れて相談してきたが、希望者が 0人であった。希望者がいない中で開設する

のは難しく、開設計画については中止とさせていただいた。 

青木委員 少子化の話が出ていたが、障がい児の現状をお伝えしたい。 

年々市内のお子さんの人数は減少しているが、特別支援学級、特別支援学校のお子さ
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んは増えている。支援学級のお子さんは 10年前の 2倍に増えていると聞いている。 

10 年前よりも市内の全体のお子さんの数は減っているけれども、特別な支援が必要な

お子さんが増えていることから、引き続き、障がい児の支援を宜しくお願いする。 

 

 出席委員全員挙手で、次第３（１）「平成３１年度新発田市子ども・子育て支援事業

計画の実績報告について」は原案通り承認された。 

 

議事２ その他 

事務局 ①当会議の次期委員について 

 ②病児・病後児保育事業の委託事業者の公募について 

③次回の会議開催予定について 

その他 

事務局 事務局から連絡 

①次期委員の選任事務について協力のお願い 

②事務局から会議録（案）を出席者の皆様に送付し、確認をお願いし、概要について

市ホームページに掲載する。 

閉会 

 


